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の植物は7と8の系列の植物との交雑により生じた可能性もある。これらのことは，日 
本産属植物の系統を考察する上で興味深ぐさらに本州産の属植物の 
染色体数の調査の必要性が示唆される。 


A new chromosome number, 2n=88, was reported for し altha palustns L. 
var. enkoso Hara of Towada city, Aomori Prefecture. The present number is 
the highest among the chromosome numbers which have been hitherto known 
in Caltha palustris s.1. 
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□高島四郎： 京野菜 210 pp. 1982.淡交社，京都.¥1，200.現在栽培されている日本 
の野菜は160余種に及ぶという。京都は永く首都としてさかえ，多くの人口をかかえて， 
種々な野菜が盛んに栽培，取引きされた処として有名である。いわゆる京野菜としてそ 
れに触れたものも二三でているが，本書では ダイコンを 始めとしてカブ，タケ ノコ，サト 
イモ，ゴボウ，ツケナ，セリ，ネギ，カポチャ，ナス，キュウリ，シロウリ，ササゲの 

順に来歴，性状，用途，栽培などを詳らかに述べている。漬菜（ッケナ）など中々に詳 
しい。都会の発展するにつれてその産地が減って行くのは惜しいことだが，著者をはじ 
め府，市等の協力で少なくとも現在の種子が保存されるようになったのは喜ばしいこと 
であり，それを考えて1本が出たのも嬉しいことであった。 （前川文夫） 
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